
「新しい生活様式」の中で、熱中症にならないために！！
①周囲に人がいないところではマスクを外す。
②のどが渇いていなくても適度に水分補給。
③お部屋の温度を調節する。
④適度に休憩する。
⑤体調管理（体温測定、健康チェック）をする。
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または

～過去のレターニュース～
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マスクをつけながら送る生活が当たり前になってきたこの頃で
すが、同時に気温も高くなってきました。

熱中症になってしまう危険も高くなりますので、普段から注意し
ましょう。

裏面は厚生労働省が発行している「熱中症予防行動ポイント」
です。日々の生活の参考にしてください。


